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ThedeclineofphysicalfitnessinchildrenisacurrentlymajorprobleminJapanand

variouspolicieshavebeencarriedoutbytheJapaneseMinistryofEducation，Culture，

Sports,ScienceandTechnology（ＭＥXT）toimprovethesituation、Untilnow,researchon

thecausesofdeclinemphysicalfitnesshasfocusedontherelationshipbetweenphysical

fitnessandli化style、Ｔｈｉｓresearch，however，isalongitudinalinvestigationcenteringon

therelationshipwithmentalhealth，aninternalfactorthatｈａｓｎｏｔｙｅｔｂｅｅｎｓｔｕｄｉｅｄｉｎ

ｄｅｐｔｈ

ｌｎ２001,researchwascarriedouton454（236boysand218girls）fifthgradeelemen‐

taryschoolstudentsinOkinawaMainlsland，ｗｈｏｔｏｏｋｔｈｅＮｅｗＴｅｓｔｆｏｒＰｈｙｓｉｃａｌＦｉmess

andfilledoutaMentalHealthsurveyandLifestylequestionnaire，Thesethreetestswere

thenconductｅｄｏｎｔｈｅｓａｍｅｓｔｕｄｅｎｔｓｏｎｅｙｅａｒｌａｔｅrfollowingidenticalprocedures

MultipleregressionanalysiswascarriedoutusingthePhysicalFitnessscoresinthe

2002testsasdependentvariables、Resultsshowedthatgirlsproducedhighersubscale

sco配sintheMentalHealthteststhanboyｓｉｎｂｏｔｈｙｅａｒｓ・Physicalfitnessscoresof2001

provedtohavegreaterexplanatoH･ｙｖaluethanthoseof2002，andboysshowedsignificant

resultｓｆｏｒｔｈｅ'SocialAnxiety1andImpulsiveness1subscalesoftheMentalHealtｈｔｅｓｔａｎｄ

oFacultyofEducation，UniversityoftheRyukyus
cTncultyofMedicine，UniversityoftheRyukyus
…FacultyofNursing，OkinawaPrefecturalCollegeofNurＳｉｎｇ
.…UniversityofCalifornia,Berkeley
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theSleepingHours,categoryoftheLifestyletest、Ｉｔｃａｎｂｅｓｕｐｐｏｓｅｄｔｈａｔｂｏｙｓｏｆｔｈｉｓ

ａgewhodemonstratehigh1SocialAnxiety，willexerciselesswithfriendsandtherebypro‐

ducelowerscoresinPhysicalFitnesstestsinthefollowingyear・Thereisanecessityto

researchinternalfactorsotherthanmentalhealthmthefuturetodealwiththeproblem

ofdecliningphysicalfitness．

もそれ以外の要因についても解明していかなけ

ればならないであろう．今後はいかにこれまで

論究されてこなかった分野に視野を拡げ多面的

に捉えるかが体力低下の原因究明においては重

要なカギになると考えられる．特に，新学習指

導要領で示された「生きる力」が人間の内的で

トータルな側面を重要視しているように，これ

からは心理的影響をはじめとする内的要因に視

点を移して研究を進めていく必要がある．

国内外におけるこの分野では，主に成人を対

象として内的要因の一つである精神健康度（以

下メンタルヘルス）と身体活動との関連性を示

唆した研究，例えばMorgan＆Goldston

(1987)，Nicoloff＆Schwent（1995）などが

見られる．

その中で，Sheila（1999）はスポーツの実施

が体力増強への恩恵ばかりでなく，人格形成や

ストレスならびに不安に対するコーピングにも

関係すると指摘しているし，また，Stephenｓ

(1988）は，米国とカナダからの調査データを

組み合わせ，一般的安寧，不安，抑うつのレベ

ル肯定的気分の間の関連を調べる横断的な分

析を行い，身体活動とメンタルヘルスとの間に

明確な相関関係を見いだしている。同様に運動

の抗うつ効果に関しても，複数の臨床的研究を

ベースとして一般的な知見として明らかにして

いる。

先述したようにこの種の研究は成人を対象と

したものがそのほとんどであり，これまでは子

どもを対象とした研究はあまり見られなかった

が，西田ら（2003）は，組織キャンプの体験に

より児童のメンタルヘルスパターンに有意な変

化が認められ，体験後に最もメンタルヘルスの

有効な状態である「はつらつ」型に占める割合

が顕著に増加したと報告している。

さて，体力とメンタルヘルスの関連について

Ｉ緒言

子どもの体力の低下が叫ばれて久しいが，こ

れまで体力低下の原因を探るべく縦断的でシス

テマティックな研究は数少ない．平成12年度に

おける文部科学省体力・運動能力調査報告書

(文部科学省，2001）では，ほとんどの年齢段

階でいずれの能力も引き続き低下傾向にあるこ

とが伺えるとしている．また，平成14年９月に

文部科学省中央教育審蟻会によって「子どもの

体力向上のための総合的な方策」が答申された

が，同年度から完全実施されている新学習指導

要領では，小・中学校における体育の授業時数

が約14％縮減されており，子どもの体力は今後

ますます低下することが懸念される．西嶋

(2002）は青少年の経年的体力低下が継続して

いる要因が多様であると指摘した上で，その要

因は生活環境の変化に伴う日常の運動・スポー

ツ活動量および身体活動鑓にとどまらず，学校

体育の変遷，運動部活動指導体制の変化，体力

測定への取り組み方の変化，最大努力が要求さ

れるパフォーマンステストに対する意欲の低下

など様々であると述べている．

國土（2002）はライフスタイルと体力との関

連性を示す証拠はまだ十分とはいえないが，ラ

イフスタイルの変容が体力低下を引き起こして

いる可能性が高いと報告している．以上のよう

に，子どもの体力低下につながる要因を論究す

る最近の研究を概観すると，そのほとんどがラ

イフスタイルに関わる問題を包含している．体

力低下の要因を考える上では，ライフスタイル

の変化について焦点化し，原因究明を行ってい

くことは重要である．しかし，上地ら（2002）

が体力の減少傾向についてさらに多面的に検討

することが求められていると記しているように，

これまで以上にその対応策を具体的に探ろうと

するなら，ライフスタイルを念頭におきながら
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直接的に扱った研究は未だ少ないが，Ｆｉｇｌの

ように米国における2001年のプレジデントカウ

ンシルレポートでは，Bourchardら（1990）に

よって体力に関わる仮説モデルが提唱されてい

る。このモデルでは，体力と心身の健康は双方

向においてかかわっている関係にあり，体力と

メンタルヘルスとの直接的な関係が記されてい

る。

名）計393名を対象とした。

２．調査方法

新体力テストに関しては体育の授業時間を

活用して，また，ＭＨSSOおよびライフスタ

イルの質問紙についても原則として授業時間

内において検査の説明を行い，記入方法等を

十分に理解させた後，教師が読み上げ一定の

時間内に回答させその場で回収する方法をとっ

た．

３．調査時期

０１年および02年ともすべての調査に関して

５月上旬から７月上旬において実施した．

４．調査内容

(1)体格

４月時点における健康診断時の身長，体重，

座高を本研究におけるデータとした．

(2)新体力テスト

文部科学省が1999年から実施している新体

力テストの実施要項に則り，握力，上体起こ

し（以下上体)，長座体前屈（以下長座)，反

復横跳び（以下反復)，５０ｍ走（以下50ｍ)，

立ち幅跳び（以下立ち幅)，ソフトボール投

げ（以下ソフト)，２０ｍシヤトルラン（以下

２０ｍ）について測定した．

(3)沖縄県小学生用メンタルヘルス尺度

（MentalHealthScaleforSchoolchildren

inOkinawaPrefecture）は，５下位尺度２３

項目からなる．

具体的な項目例は次の通りである．

・身体症状：「いつも，肩がこっている」

「いつも，頭が重い」など６項目．

・抑うつ：「自分が悪かったと悩むことがあ

る「いろいろなことについてあれこれと心

配する」など４項目

・対人不安：「人が大勢いるとうまく会話の

中に入っていけないことがある」「新しい

友だちをつくることは苦手だ」など５項目

・衝動性「ちょっとしたことで，頭にきて暴

力をふるってしまうことがある」「気に入

らないことがあるとあたりちらすようなこ

とがある」など５項目．

・非効力感：「自分はたいした才能もないか

体力心身の健康 身体活動

遺伝子

ライフスタイル

環境

個人の特性

Fig.１体力、身体活動および心身の健康と他
の要因との関係

（Bouchardet,ａ1,,1990）

そこで本研究ではこの体力に関わる仮説モデ

ルやこれまで概観してきた先行研究の知見をベー

スとして，園田ら（2000）の尺度を参考に，沖

縄県における１０００名以上の児童を対象とした調

査によって作成された小橋川ら（2002）の小学

生用のメンタルヘルス尺度（以下ＭＨSSO）を

用い，子ども時代における体力の短期的な変化

には，メンタルヘルスという概念のいかなる要

因がどの程度影響を及ぼしているのかを検討す

ることを主たる目的とするとともに，児童の体

力低下に関する要因を究明するための基礎的デー

タの収集を行う。

Ⅱ方法

１．対象

2001年度（以下01年）においては新体力テ

ストを実施した沖縄本島４教育事務所管内の

小学校５年生（男子236名，女子218名）計

454名であった．１年後の2002年度（以下０２

年）においては，前年度と同様の子どもを追

跡調査し，小学６年生（男子201名，女子192

－２９－



Table12001年度，2002年度における体格および新体カテストの男女別の平均値と標準偏差

身長 体重 上体起こし長座体前屈握力

ＭＳＤ

１３６,96.18

140.07.04

142.97.18

146.３６．８４

Ｍ

33.7

35.0

37.3

398

ＳＤ

7.72

7.43

8.50

8.25

ＳＤ

4.07

3.68

5.24

3.58
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5.23

4.70

5.46

5.21

Ｍ
ｍ
ｍ
ｗ
邪

１
１
１
１

Ｍ

17.6

16.1

19.7

17.6

Ｍ
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36.9
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7.45

7.07
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、

217
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７
６
７
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ｎ
ｍ
加
犯
別

７
６
１
４

、
１
０
２
０

２
２
２
２

、

216

206
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ｎ
舐
躯
卸
醜

2001…生)雲
男子

2001年(６年生）女子
反復横跳び２０ｍシヤトルラン５０ｍ走 立ち幅跳びソフトボール投げ

Ｍ

37.8

36.7

422

39.9

ＳＤ

7.66

6.77

7.49

4.97

ＭＳＤ

４５８１９､40

39.416.92

52.72144

37.916.88

ＳＤ

0.95
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1.30

0.75

Ｍ
蛎
卯
弘
卵

ＭＳＤ

１５４､517.64

143.921.07

162.721.47

155.４１７．６３

Ｍ

27.1

14.7

28.7

15.9
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8.49

5.46

9.21

6.68

万
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ｎ
ｏ
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ｕ
ｑ
ｖ

ｎ
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ｎ
Ｕ
●
１
ｑ
〉

⑥
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206
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203

、

216

206
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、

216
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１
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皿
別
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男子
2001年(５年生）
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女子

ら，えらくはなれないと思う」「自分は役

立た↓】人間だと思う」など３項目．
2001年および2002年における男女別

メンタルヘルス得点の平均値と標準

偏差ならびに男女間のｔ検定

TabIe2

Ⅲ、結果

(1)調査内容の基礎統計量

新体力テストは，基準値が男女において異

なるためすべての分析は男女別に実施した．

いずれも標本数（､）は，欠損値を除いた数

とした．Ｔａｂｌｅｌは，０１年および02年にｘお

ける体格および新体力テストの男女別平均値

と標準偏差である．

Table2はＭＨSSOの各下位尺度における

男女別の平均値と標準偏差および男女差に関

するｔ検定の結果である．また，Ｆｉｇ．２～

Ｆｉｇ．７は，メンタルヘルス得点および下位

尺度の男女比較の結果である（ｔ検定)。総

じてメンタルヘルス得点は女子の方が男子よ

り有意に高い結果であった。

(2)ライフスタイルおよびメンタルヘルスが１

年後の体力に及ぼす影響

現在の体力やライフスタイルおよびメンタ

ルヘルスの如何なる要因が１年後の体力に影

響を及ぼすのかを検証するため，０２年の体力

得点を従属変数，０１年における体力得点，

ＭＨSSOの５下位尺度およびライフスタイル

の４項目（睡眠時間，運動遊び時間，外遊び

時間，運動の習い事）を独立変数とする重回

帰分析を行った。Table3の通り，男女とも

2001 2002

男子女子ｔ男子女子ｔ

、２１８

Ｍ４９．４

sＤ15.43

２０８

54.4-3.54顛韓

14.07

２１３

49.5

14.95

２００

56.6-4.87**、

14.77

Table３０２年の体力得点を従属変数とした重

回帰分析の結果

独立変数

メンタルヘルス

身体症状

対人不安

衝動性

抑うつ

非効力感

01年の体力得点

ライフスタイル

睡眠時間

運動遊び時間

外遊び時間

運動の習い事

Ｒｚ

調整済Ｒ２

Ｆ値

男子（β）女子（β）

-.031

-.131竃

､124.

-.071

.077

.727..

.085

-.103

.011

-.078

-.002

.727…．

、124.

.030

--057

.000

.635

．612

27.477.＊＊

‐Ｏ44

.058

.073

.070

.659

.637

29.559傘.＊
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Fig.２各年度におけるメンタルヘルス得点の
男女比較（ｔ検定）

Fig.３「身体症状」得点の男女比較（ｔ検定）

Fig.４「対人不安」得点の男女比較（ｔ検定） Fig.５「衝動性」得点の男女比較（ｔ検定）

可乏ⅡⅢ

Fig.７「非効力感」得点の男女比較（ｔ検定）Fig.６「抑うつ」得点の男女比較（ｔ検定）

デルを基盤としながら客観的な評価が可能なメ

ンタルヘルス尺度やライフスタイル項目を用い，

主として重回帰分析によって検討した。

本研究の対象となった児童の体格や体力は，

全国の平均値とほぼ符合していた。また，女子

のメンタルヘルス得点が男子に比べ高かったこ

とについても，これまでのストレス反応と性差

に関する研究（岡安ら，１９９２；1993；長根，

1991；金城，1997）と同様の報告であり，これ

前年度の体力得点が最も説明力を有する結果

であったが，男子においては「対人不安｣，

｢衝動性｣，「睡眠時間」においても有意な数

値を示した。

Ⅳ、考察

本研究は児童後期における体力の短期的な変

化について，子どものいかなる内的要因が影響

しているのかを検証するため，前述した仮説モ

－３１－



たく正反対の考え方が成立するものと思われる。

すなわち，「衝動性」の高い男子は，身体活動

が活発で，それが体力に影響を与えたとする考

えである。

これらはすべて男子において有意な説明力が

あったのに対し，女子に関しては体力への有意

な影響が認められず，性差に関する知見につい

ては今後，更なる研究が必要であると思われる。

本研究では体力と内的要因をクローズアップ

させその関連性を見いだそうとしたが，結果的

には内的な要因が身体活動量に影響を与え，そ

れが体力に影響を及ぼしたことが判明した。今

後は体力に関わる他の内的要因との関連性につ

いて検証することが重要であろう。

らの結果は本研究が適切な尺度を用いるととも

にこの時期の子どもを代表した児童を対象とし

て今回の研究が実施された一つの外的妥当性を

示したものと判断されよう。

さて，ライフスタイルの４項目およびメンタ

ルヘルスの下位尺度に比して，前年度の体力が

１年後の体力に最も影響を及ぼしたことについ

ては，当然の結果と考えられるが，重回帰分析

の結果を見るかぎりにおいては，総じてライフ

スタイルの各項目やメンタルヘルスの下位尺度

が１年後の体力に与える影響は低いといえよう。

しかしながら，男子において「対人不安」に関

して有意な説明力を有していたことから，これ

に焦点をしぼって考察を加えることにする。対

人不安（socialanxiety）は，「対人的な状況

により不安になりやすい傾向」（Angyle,1981)，

｢他者からの詮索や注目あるいは単なる他者の

存在によって引き起こされる動揺や混乱」

(Buss，1980)，「現実の，あるいは想像上の対

人的場面において，他者からの評価に直面した

り，もしくはそれを予測したりすることから生

じる不安状態」（Leary，1983)，「対人場面で

個人が体験する不安感の総称」（菅原）1992）

などと定義されているが，研究者間で必ずしも

一致しているわけでない。（菅原，1996）今回

用いたＭＨSSOの作成段階において，「対人不

安」の定義はなく，したがって，本研究では先

行研究で用いられている定義の総体として解釈

することが妥当であると考えられる。「対人不

安」が１年後の体力に影響を及ぼしたが，この

結果は身体活動量との関連が推察される。すな

わち，Vernberg，Abwender，Ewell＆Berry

(1992）らが「対人不安は新しい友人関係を形

成する際の仲間づきあいと親密さに否定的な影

響を与えることを見いだしている」と述べてい

るように，小学５年生の発達段階において，

｢対人不安」が高い男子は，仲間づきあいがあ

まり活発に行われずにいたため身体活動量が他

の子どもに比べ少なく，その結果として体力に

影響を及ぼしたと考えられる。他方，「衝動性」

に関しては，「活発性」という考え方と似通っ

た概念ととらえた場合，「対人不安」とはまつ
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